
タブレットの導入により、会議資料（文書共
有システム）や会議録・例規集などをいつで
も確認できるようになりました。さらに、会
議開催通知などはメール送信し、スケジュー
ル管理（カレンダー）アプリでスケジュール
を共有するなど、コスト削減とあわせて利便
性も大幅にアップしました。

タブレット導入から１年

導入の効果
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実施中

丹波市議会では「丹波市
中小企業・小規模企業振
興基本条例」を策定して
います。

議員定数

30 １２月

クラウド型スケ
ジュール管理
アプリを導入
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＊
編
集
後
記
＊

会
報
告
会
で
も
参
加
者
の

方
か
ら
ご
意
見
い
た
だ

き
ま
し
た
よ
う
に
、「
議
会
だ

よ
り
」
が
近
ご
ろ
読
み
や
す
く

な
っ
た
と
い
う
声
を
お
聞
き
す

る
こ
と
が
少
し
ず
つ
増
え
て
き

ま
し
た
。
編
集
委
員
と
し
て
は
、

大
変
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

年
か
ら
、「
読
ん
で
も
ら

え
る
議
会
だ
よ
り
」
を

め
ざ
し
て
、
で
き
る
だ
け
文
字

数
を
減
ら
す
よ
う
心
が
け
、
文

字
サ
イ
ズ
を
大
き
く
し
、
モ
ニ

タ
ー
会
議
な
ど
で
市
民
の
皆
様

の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
、
少
し

ず
つ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。

後
も
、
よ
り
親
し
ま
れ
る

「
議
会
だ
よ
り
」
を
め
ざ

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
意

見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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足
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克
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司

今 昨

平成 16年 12月

議

５月
議会報告会
の実施

２ページ参照

４月
フェイスブック
の運用を開始

６月
会議資料の一部を
ペーパーレス化

７月
施策・事務事業に
係る「議会外部評
価」を本格実施

４月
議長交際費の
ホームページで
の公開を開始

ス クロゴ

議 改会 革
丹波市議会 2004-2016

人

常任委員会・議員
総会もライブ中継

をスタート

ネット中継

４月

会議録・例規集

の議員への配布

　を廃止

３月
クラウド型
文書共有シス
テムを導入
　　　　　　

2016
（平成 28 年）

2015
（平成27年）

2014
（平成26年）

2013
（平成25年）

2012
（平成24年）

2011
（平成23年）2010

（平成22年）
2009

（平成21年）

2007
（平成19年）

2006
（平成18年）

2005
（平成17年）

2008
（平成20年）

１月
議会基本条例
　　　の施行

12月
委員会会議録
の全文筆記と
公開

１月　
会議録検索シス
テムの運用を
開始

START

１２月

スマートフォンや
タブレットでも
視聴可能に

ネット中継
１２月

ネット中継

特別委員会の
ライブ中継を
スタート

１月

ネット中継

本会議のライブ
中継・録画中継
をスタート

９月

［綴込み保存版］

丹波市議会がスタート

24人

議員定数削減
12月

第３期
スタート︕

勉強会を
重ねて
スタート

４月　
議会議員政
治倫理条例
の施行

第２期
スタート︕

ス クロゴ

議 改会 革
丹波市議会 2004-2016

議会改革はまだまだつづく　

発行：兵庫県丹波市議会　
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第１期
スタート︕

４月　
政務活動費の

ホームページ
での公開を

スタート
12～13ページ参照

市のホーム
ページから過去
の会議録が見
られます。

第80
回会議

録

丹
波
市
例
規
集
１

丹
波
市
例
規
集
2×

　１１月

タブレット
　導入

裏面へつづく　

１２月

各種通知を
電子メール化議員報酬月額 33万円

議員報酬月額 33万円

20人

議員定数削減
12月

議員報酬月額 33万円



市
民
と
議
員
―
互
い
の
「
顔
」
が
見
え
る
意
見
交
換
会
を
実
施

議
会
報
告
会

　
５
月
16
日
と
17
日
の
二
日
間
、
市
内
各
地
域
で
議
会
報

告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
３
月
定
例
会
の
審
議
結
果
の
概
要
に
つ
い
て
議
員
か
ら

報
告
を
行
い
、
そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
市
政

や
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
参
加
者
の
み
な
さ
ん
と
の

意
見
交
換
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

市に人材バンク
を設立して、退職者
などの豊富な能力

を市政に生かす
といいのでは。

地域づくり
で、各自治会が改革
などに取り組まれた
実例がわかるように

して欲しい。

廃校舎利用
の調査・研究は

行政が実施を。す
べて地元任せ

は困る。

企業誘致
の対応は。

地域づくりに
ついて相談しても

担当も少なく、なか
なか相談に乗って

もらえない。

 空き家撤去
後の税金への
対応は。

　　県立病院、
地域医療総合
支援センター
についての詳し
　い説明を。

防災行政無線
の整備に多額の予算
が計上されているが

その必要性は。

今までどおりの
水が飲みたいという

のが基本だ。東芦田の
水源は、自然災害の

時だけに限定
すべき。

道路改良
に伴う安全対策に
ついて地元自治会と
話し合う機会を

作って欲しい。

ＪＲ複線化
の早期実現を。

このほか、「東奥の砂防ダムの周辺が荒れたままである」「国道 175
号線の道路整備については、通学路の安全確保を強く意識するよう
議会から国・県へ要望を」「まちづくり指導員や地域おこし協力隊
などがもっと地域へ出ていく必要があるのでは」「各自治協議会に
防災グッズの整備が必要では」「審議会のメンバーが当て職になっ
ている」などのご意見もいただきました。

254

いただいたご意見の
総数

お住まいは？

Face to Face
今年もワークショップ
形式の意見交換会を実施

昨年から実施しているワークショッ
プ形式の意見交換会では、今年もた
くさんのご意見をいただくことがで
きました。 
これは、全国でも数少ない取り組み
ですが、少人数の対話形式により、「自
分の意見を議員さんに伝えることが
できた」「色んな人の意見を聞くこと
ができた」と、多くの参加者の方々
にご満足いただけたようです。
今後もより多くの方からご意見をお
伺いし、市政への提言として反映し
ていけるよう努力してまいります。
次回の議会報告会の日程が決まり次
第お知らせしますので、みなさまの
ご参加をお待ちしております。

田んぼをする
人が減り、空き家
同様空いた土地

が増え、将来
が不安だ。

件

I ターン者
にもっと空き家

を活用しやす
くすべき。

たくさんの ご意見を 　いただきました　
Work ☆ shop

T A K U S A N - N O 　 K O E 　 - W O 　 A R I G A T O U

今
年
の
議
会
報
告
会
で
は
、
全

体
会
と
意
見
交
換
会
あ
わ
せ

て
2
５
４
件
も
の
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
所
管
（
担
当
）

の
常
任
委
員
会
ご
と
に
分
類
し
慎
重

に
検
討
し
た
結
果
、
①
意
見
交
換
会

で
す
で
に
回
答
済
み
の
も
の
２
３
６

件
、
②
常
任
委
員
会
と
し
て
調
査
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
も
の
７
件
、
③

市
行
政
に
対
す
る
要
望
・
提
言
等
の

う
ち
特
に
重
要
な
も
の
で
、
市
長
に

文
書
で
回
答
を
求
め
る
必
要
が
あ
る

も
の
２
件
、
④
そ
の
他
市
へ
伝
達
す

る
も
の
９
件
と
な
り
ま
し
た
。
主
な

ご
意
見
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
と
お

り
で
す
。

な
お
、
市
へ
の
質
問
及
び
回
答

に
つ
い
て
は
、
次
号
の
議
会

だ
よ
り
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

廃校になった
場合の避難所の

確保は。

年齢は？意見交換会について 活動状況報告について

女性参画の
推進と言いながら
婦人組織を育て
ようとしていな

いのでは。

敬老会の名簿
確認など閲覧制度

は不便。見直しを
（情報公開）。

60 歳代
55％

氷上
16％

70 歳代
　以上
　　14％ 50 歳代

20％

市島
16％

柏原
10％

山南
22％

春日
20％

青垣
16％

40 歳代
8％

30 歳代
1％未回答

2％

よかった
　58％

未回答
5％

よかった
　25％

どちらとも
　言えない
　　58％

未回答
3％

若い世代
できちんと仕事がで

きる人が立候補するよ
う議員定数を削減

し、その分報酬を
上げた方がよ

いのでは。

参加者アンケートの結果から（参加者 199 人中 153 人が回答 /回答率 77％）

よくなか
った 14％よくなか

った 7％
どちらとも
　言えない
　　30％

次号に市の
回答を掲載A

次号に市の
回答を掲載A

Q QQQ

こども園
はもっと保育士

の給料を上げ
るべきだ。

ゴミ袋
の代金が高い。

見直しを。
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幼保一元化事業で計上
されている 8,332 万円

の内容は。
柏原地域での認定こど
も園に係る土地購入費、

柏原西・氷上地域の沼貫、生
郷地区のそれぞれ１園の基
本設計費などです。

■ Pick UP!　６月定例会

87 回丹波市議会定例会を、５月 30 日から６月 24 日ま
で 26 日間の会期で開催しました。このページでは、定例会で
の質疑のうち主な２議案と議会請求に基づく監査結果報告につ
いてご紹介します。

［議案第 74 号］丹波市一般会計補正予算（第 2 号）

こども園、木の駅プロジェクトなど
で補正

［議案第 67 号］丹波市国民健康保険税条例の改正

国保税率の改定について審議

補正予算特別委員会（木戸せつみ委員長）で各
種事業の増減理由などについて答弁を求め、慎
重に審査しました。

国民健康保険税（医療給付分、後期高齢者支援金
等分、介護納付金分）の所得割・資産割・均等割
などの賦課割合及び税率について条例を改正し、
国保加入者の方から徴収する国保税額を変更する
ものです。

新・省エネルギー普及 
事業で、外部人材活用

の地域再生マネージャー業
務委託料が 972 万円減額
になっている理由は何か。

昨年に引き続き、木の
駅プロジェクトなどを

推進するため、ふるさと財
団の助成金申請をしました
が、採択されなかったため
減額しています。事業内容
を精査し、市費で対応して
いきます。

丹波市国保運営協議会
で値上げしないで済む

案への意見はなかったのか。
また、昨年度から交付されて
いる国の支援金は。

問 問問

答

答

答

議
会
請
求
に
基
づ
く
監
査
結
果
報
告

第

国民健康保険税額の比較　　　　　　　　　　（年間 / 単位：円）

H27 H28 比　較
１世帯あたり 144,453 144,629 176
一人あたり 85,858 87,353 1,495

※医療給付費分＋後期高齢者支援分

承認第４～５号
平成27年度一般会計補正予算（第7号）の専決処分
平成28年度一般会計補正予算（第1号）の専決処分
議案第75号
平成28年度介護保険特別会計保険事業勘定補正予算（第1号）

■全員賛成で可決した議案

補正予算（６月）

項目 議案番号 件　　　　　　　　名
議案 30 工場等設置規制条例の廃止

68 青垣小学校スクールバス車両購入契約の締結
69 固定資産評価審査委員会条例の改正
70 議会議員及び市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の改正
71 特別職に属する非常勤の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の改正
72 市有財産の無償譲渡（挙田自治会 )
73 字の区域変更

決議 ２ 地域医療総合支援センター（仮称）等の整備に関する決議

意見書 ２ 地域医療総合支援センター（仮称）等を建設するにあたり
地元業者への受注機会などの拡大を求める意見書

請願 ３ 少人数学級の推進、義務教育費国庫負担制度の拡充に関する請願
意見書 ３ 少人数学級の推進、義務教育費国庫負担制度拡充を求める意見書

議案の審議結果

会期：５月30日～６月24日（26日間）
委員会付託議案：総務４件、民生（継続審査）１件、産建１件、補正予算特別２件

監
査
請
求
に
至
っ
た
経
緯

　
市
と
ふ
る
さ
と
丹
波
市
定
住
促
進
会
議
と
の
間
で

締
結
さ
れ
た
業
務
委
託
及
び
事
務
従
事
に
お
け
る
公

費
（
人
件
費
含
む
）
の
支
出
に
つ
い
て
不
適
切
と
思

わ
れ
る
部
分
が
見
受
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
３
月
定

例
会
で
の
決
議
に
基
づ
き
同
業
務
に
関
す
る
監
査
請

求
が
行
わ
れ
、
６
月
定
例
会
で
監
査
委
員
か
ら
結
果

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

監
査
結
果
報
告
（
要
旨
）

１　
本
業
務
は
、
ふ
る
さ
と
丹
波
市
定
住
促
進
会
議

に
特
命
随
意
契
約
に
よ
り
契
約
締
結
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
業
務
委
託
に
係
る
関
係
書
類
に
つ
い
て
、

未
整
備
の
も
の
も
見
受
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
検
査
に

関
係
し
た
職
員
は
、
ふ
る
さ
と
丹
波
市
定
住
促
進
会

議
の
事
務
局
で
あ
る
。
本
業
務
委
託
に
は
不
備
が
見

受
け
ら
れ
た
た
め
、「
随
意
契
約
の
手
引
き
（
丹
波

市
入
札
検
査
部
）」
や
そ
の
他
関
係
法
令
に
沿
っ
た

適
切
な
事
務
処
理
に
努
め
ら
れ
た
い
。

２　

同
団
体
は
、
行
政
需
要
が
多
様
化
す
る
中
で
、

定
住
化
促
進
対
策
に
係
る
様
々
な
提
案
及
び
事
業
の

円
滑
な
推
進
の
た
め
、
補
完
的
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
経
緯
、
目
的
等
か
ら
見

て
公
共
性
を
有
す
る
と
判
断
す
る
こ
と
が
妥
当
と
思

わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
団
体
に
関
わ
る
事
務
従
事

が
、
直
ち
に
職
務
に
専
念
す
る
義
務
に
違
反
し
て
い

る
と
は
判
断
で
き
な
い
と
考
え
る
。

　

服
務
上
の
手
続
き
に
つ
い
て
、
行
政
の
様
々
な

分
野
で
官
民
共
同
が
推
進
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
予

測
さ
れ
る
。
任
意
団
体
の
事
務
に
つ
い
て
、
あ
く

ま
で
「
市
が
な
す
べ
き
職
務
」
で
あ
る
と
い
う
根

拠
を
明
確
化
し
、
こ
う
し
た
事
務
に
従
事
す
る
際

の
統
一
し
た
基
準
や
事
務
手
続
き
の
整
備
を
行
い
、

市
の
姿
勢
を
示
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

■本会議・委員会で賛否が分かれた議案� ※議長は特別多数議決を除き採決に加わりません。

議案
番号 件　　　名 結果

賛　
成

反　
対

垣
内　
廣
明

坂
谷　
高
義

木
戸
せ
つ
み

岸
田　
　
昇

平
井　
孝
彦

前
川　
豊
市

西
脇　
秀
隆

西
本　
嘉
宏

田
坂　
幸
恵

藤
原　
　
悟

足
立　
克
己

太
田　
一
誠

太
田
喜
一
郎

山
本　
忠
利

土
田　
信
憲

横
田　
　
親

荻
野　
拓
司

林　
　
時
彦

臼
井
八
洲
郎

奥
村　
正
行

承認
第3号 税条例等の改正 原案可決 17 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案
第67号 国民健康保険税条例の改正 原案可決 17 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案
第74号

一般会計補正予算（第2号）
※採決結果上段は補正予算特別委員会、下段は本会議 原案可決 17 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

15 4 ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ‐
※賛成・反対討論については、討論を行った議員の欄を網かけしています。
※ たんばりんぐ 45 号に掲載の決議第１号「監査請求に関する決議」で、土田信憲議員の欄の網かけが漏れていました。お詫びして訂正いたします。

　�月
定例会
6

CLOSE
‐ UP!

運営協議会で引き上
げしない案への意見

はありましたが、医療給付
が増えていること、国保の
基金残高が減ることなど
の理由から採用されません
でした。なお、国からの国
保安定化支援金は、昨年度
8,000 万円交付され、国保
財政に入れています。

資 産 割 が 10 ％ か ら
７％に減り、所得割
が 7.85％から 8.1％
に増えています。

自治公民館等施設整備
事業補助金 1,100 万

円の内容はどうか。また、
この事業は 28 年度限りか。

28 年度に終了する自
治公民館等緊急整備事

業（高補助率）の要望のほか、
自治公民館等施設整備事業

（通常補助率）の要望が出さ
れ計上したものです。

問

答

＊意見書を提出しました＊

「少人数学級の推進、義務教育
費国庫負担制度拡充を求める
意見書」を内閣総理大臣・財
務大臣・文部科学大臣・総務
大臣へ、また、「地域医療総合
支援センター（仮称）等を建
設するにあたり地元業者への
受注機会などの拡大を求める
意見書」を兵庫県知事へ提出
しました。

CLOSE
-UP!

定例会初日、本会議場に
おいて、辻市長は 11 月
に行われる次期丹波市長
選挙に出馬しないことを
表明されました。

議員は各議案の疑問
点などについて当局
に回答を求め、慎重
に審議します。

本
会
議
で
辻
市
長
が
進
退
表
明

45 2016.7 たんばりんぐ2016.7 たんばりんぐ



■一般質問
■一般質問

６月定例会一般質問
15人の議員が、市政に対する一般質問を行いました。

各議員が決める

質問内容は、定例会の
議案とは関係なく議員
個人が自由に決め、市
の見解を求めます。

制限時間は60分

議員一人あたりの制限
時間は60分です。一問
一答方式で行い、答弁
を市長や各部長に求め
ます。

第
２
期
の
丹
波
市

中
心
市
街
地
活
性

化
基
本
計
画
で
、
旧
柏

原
町
役
場
を
利
用
し
て

観
光
の
拠
点
施
設
を
整

備
す
る
こ
と
が
重
要
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
水

道
部
を
移
転
し
、
そ
こ

で
支
所
業
務
を
行
い
、

玄
関
部
分
は
観
光
の
拠

点
施
設
と
す
る
こ
と
が

最
適
で
あ
る
が
、
そ
う

で
き
な
い
か
。

平
成
30
年
度
の
市

の
地
域
医
療
総
合

支
援
セ
ン
タ
ー(

仮
称)

開
設
後
、
春
日
庁
舎
へ

の
水
道
部
の
移
転
を
考

え
て
い
ま
す
。
移
転
後

の
空
き
庁
舎
の
活
用
に

つ
き
ま
し
て
は
、
関
係

機
関
と
協
議
し
、
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。「

市
の
花
・
か
た

く
り
」
が
、
全
市

民
に
認
知
さ
れ
て
い
な

い
。
市
内
各
地
で
「
か

た
く
り
」
が
咲
く
ま
ち

づ
く
り
が
で
き
な
い
か
。

清
住
地
区
の
群
生

地
は
地
域
の
皆
様

の
手
で
大
切
に
保
護
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

以
外
で
は
市
民
の
方
々

に
十
分
認
知
さ
れ
て
い

る
と
は
言
い
難
い
の

で
、今
後
も
「
市
の
花・

か
た
く
り
」
の
Ｐ
Ｒ
に

務
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

旧
柏
原
町
役
場
を
観
光
拠
点
施
設
に

か
た
く
り
が
咲
く
ま
ち
づ
く
り
を

�

前
川
豊
市�

議
員

道
の
駅
あ
お
が
き

の
内
発
的
発
展
は
。

高
速
バ
ス
停
の
整

備
と
駐
車
場
の
不

足
に
つ
い
て
は
、
地
域

も
含
め
て
協
議
し
て
い

き
ま
す
。
国
道
４
２
９

号
の
ト
ン
ネ
ル
化
が
実

現
す
れ
ば
入
込
数
増
や

地
域
の
交
流
人
口
増
が

期
待
さ
れ
る
の
で
、
農

林
水
産
業
や
観
光
事
業

の
振
興
に
寄
与
し
内
発

的
発
展
が
支
援
で
き
る

よ
う
交
流
促
進
に
取
り

組
み
た
い
。

雇
用
促
進
住
宅
の

問
題
対
応
は
。

相
談
窓
口
は
必
要

に
応
じ
設
置
す
る

予
定
で
す
。
資
金
面
で

の
支
援
は
機
構
が
担
う

べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

障
が
い
者
就
労
の

継
続
的
支
援
に
つ

い
て
。

関
係
機
関
と
協
議

し
、
工
賃
水
準
の

引
き
上
げ
や
作
業
内
容

の
拡
充
の
た
め
、
今
後

も
Ｂ
型
事
業
所
の
支
援

を
中
心
に
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

小
学
校
統
合
に
伴

う
西
芦
田
の
新
通

学
路
に
つ
い
て
。

歩
道
と
車
道
を

区
切
る
安
全
施

設
が
な
い
た
め
、
現
在

道
路
管
理
者
で
あ
る
県

と
協
議
し
て
い
ま
す
。

道
の
駅
の
内
発
的
発
展

障
が
い
者
支
援
の
対
応
は

�

太
田
一
誠�

議
員

答

答答

答答

答

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

観
光
の
拠
点
施
設
と
し
て
の
利

用
が
期
待
さ
れ
る
柏
原
支
所

歩
道
が
狭
く
信
号
待
ち
が
危
険

な
西
芦
田
交
差
点

は
こ
罠
に
捕
獲
さ
れ
た
シ
カ

利
活
用
の
基
本
方

針
が
遅
れ
、
今
年

３
月
の
提
出
と
な
っ
た

の
は
な
ぜ
か
。

統
合
問
題
な
ど
早

急
に
決
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
が
あ

り
、
課
題
の
優
先
順
位

に
よ
る
も
の
で
す
。

利
活
用
の
専
門
部

会
等
を
つ
く
り
、

市
が
主
体
に
な
っ
て
話

し
合
い
を
進
め
て
行
く

べ
き
で
は
な
い
か
。

窓
口
を
教
育
委
員

会
に
統
一
し
、
要

望
内
容
に
よ
り
、
関
係

部
署
と
の
連
携
・
調
整

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

有
害
鳥
獣
担
当
専

門
員
と
は
、
ど
の

う
よ
な
仕
事
を
さ
れ
て

い
る
の
か
。

有
害
鳥
獣
を
捕
獲

す
る
の
で
は
な
く
、

有
害
鳥
獣
被
害
を
軽
減

学
校
施
設
の
活
用

で
は
、
各
地
域
が

主
体
的
に
活
用
に
向
け

た
勉
強
会
を
行
い
た
い

と
い
う
意
見
が
あ
っ
た

場
合
に
、
市
は
支
援
す

る
準
備
が
で
き
て
い
る

か
。

各
地
域
が
ど
の
よ

う
な
ま
ち
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
い
る
か
を

基
に
考
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
地
域
ご
と
に

そ
う
い
っ
た
主
体
的
な

活
動
を
考
え
て
い
か
れ

る
際
に
は
、
予
算
の
面

も
含
め
、
し
っ
か
り
と

し
た
支
援
を
行
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

土
地
に
縛
ら
れ
ず

に
働
く
こ
と
が
可

能
な
Ｉ
Ｔ
系
の
技
術
者

集
団
を
丹
波
市
に
誘
致

す
る
た
め
に
、
地
域
課

題
を
解
決
す
る
担
い
手

成
松
駐
在
所
は
丹

波
市
で
一
番
古
く
、

角
地
で
狭
く
利
用
し
に

く
い
な
ど
の
理
由
か
ら
、

成
松
連
合
区
は
連
合
区

が
取
得
し
た
暴
力
団
事

務
所
の
跡
地
を
有
効
活

用
し
て
も
ら
い
た
い
と

の
考
え
だ
が
、
市
は
今

後
ど
の
様
に
対
応
さ
れ

る
の
か
。

市
民
の
安
全
安
心

の
た
め
、
地
域
に

密
着
し
た
駐
在
所
が
設

す
る
た
め
の
研
究
や
対

策
、
地
域
へ
の
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。

シ
カ
の
有
効
活
用

処
理
施
設
の
状
況

は
。

平
成
27
年
度
の
シ

カ
の
受
入
れ
個
体

は
１
，
７
４
６
頭
で
、

受
入
目
標
の
１
千
頭
を

上
回
っ
て
い
ま
す
。
商

品
開
発
も
行
な
っ
て
お

り
、
今
後
の
更
な
る
利

用
拡
大
を
期
待
し
ま
す
。

と
し
て
誘
う
こ
と
を
検

討
で
き
な
い
か
。

こ
れ
ま
で
に
な
い

切
り
口
で
は
あ
り

ま
す
が
、
技
術
者
の

方
々
が
地
域
課
題
を
解

決
す
る
こ
と
を
や
り
が

い
に
思
い
移
住
さ
れ
る

き
っ
か
け
と
な
る
の
で

あ
れ
ば
、
有
効
な
手
段

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
具
体
的
な
方
法
を

模
索
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

置
で
き
る
よ
う
、
県
警

や
地
元
自
治
会
等
と
協

議
し
ま
す
。

熊
本
県
で
お
き
た

内
陸
直
下
型
地
震

は
、
日
本
列
島
ど
こ
で

で
も
起
き
る
可
能
性
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
簡
易
耐
震
診
断
を

早
急
に
終
え
、
改
修
工

事
等
で
大
地
震
に
備
え

る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

耐
震
化
に
む
け
本

年
度
か
ら
住
宅
建

替
工
事
費
補
助
事
業
を

し
て
い
ま
す
。
今
後
さ

ら
な
る
住
宅
の
耐
震
化

を
促
進
す
る
た
め
、
防

災
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

や
広
報
な
ど
で
啓
発

し
、
地
震
の
被
害
か
ら

市
民
の
生
命
や
財
産
を

守
る
た
め
、
耐
震
診
断

や
耐
震
改
修
事
業
な
ど

の
促
進
に
努
め
ま
す
。

小
学
校
廃
校
舎
施
設
等
の
利
活
用
は

シ
カ
の
有
効
活
用
は

�

足
立
克
己�

議
員

青
垣
地
域
の
学
校
施
設
の
活
用
は

地
域
課
題
を
切
り
口
に
企
業
誘
致
を

成
松
駐
在
所
の
移
転
は

内
陸
直
下
型
地
震
へ
の
備
え
は

�

太
田
喜
一
郎�

議
員

答

答

答

答答

答

答

答

※Ｂ型事業所

問

問

問問問

問

問問問

問

問問

問

問

東京での企業誘致のイベントが活況

�

横
田
　
親�

議
員

信号機のある角地で手狭な成松駐在所

市議会ホームページ
に質問項目を掲載

掲載しきれなかった質
問事項は、市議会のホー
ムページに掲載してい
ます。
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■一般質問

食
品
ロ
ス
削
減
へ

の
今
後
の
取
組
み

は
。

資
源
の
有
効
活

用
、
ゴ
ミ
の
減
量

化
、
食
育
な
ど
の
観
点

か
ら
、
国
や
県
、
他
の

自
治
体
等
の
取
組
み
な

ど
も
見
な
が
ら
研
究
し

ま
す
。
学
校
給
食
で
は

食
べ
残
し
に
焦
点
を
当

て
食
品
ロ
ス
削
減
を
推

進
し
て
お
り
、
今
後
も

食
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
育
ん
で
い
き
ま
す
。

で
す
。
移
管
を
受
け
た

以
上
、
丹
波
市
の
カ
ラ
ー

を
出
す
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。
４
年
制
に
つ
い
て
も

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
い
ま
す
。

総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
、看
護
学
校
、

体
育
館
等
は
分
割
発
注

を
し
て
、
地
元
業
者
の

参
画
を
図
る
べ
き
だ
。

発
注
者
と
な
る
県

に
、
市
内
の
業
者

が
入
札
に
参
加
で
き
る

よ
う
要
請
し
て
い
ま
す
。

看
護
系
学
校
へ
の

進
学
志
望
者
は
、

市
内
で
年
40
～
50
人
以

上
と
見
込
ま
れ
る
。
地

域
枠
を
広
げ
て
、
優
秀

な
看
護
師
を
養
成
し
、

地
元
に
根
付
い
て
も
ら

う
よ
う
に
す
る
べ
き
だ
。

市
内
各
高
校
か
ら

の
合
格
者
は
多
い

も
の
の
、
入
学
時
に
他

の
学
校
へ
行
か
れ
る
方

も
多
い
状
況
で
す
。
魅

力
あ
る
学
校
に
努
め
ま

す
が
、
４
年
制
の
学
校

に
流
れ
て
い
く
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

新
設
の
校
舎
は
現

校
舎
の
２
倍
の
建

築
面
積
で
あ
る
。
こ
の

広
さ
な
ら
４
年
制
の
学

校
も
視
野
に
入
れ
て
経

営
を
考
え
る
べ
き
だ
。

建
替
え
に
つ
い
て

は
、
基
本
的
に
は

林
議
員
と
意
図
は
一
緒

柏
原
地
域
以
外
の

市
民
は
、
デ
マ
ン

ド
で
直
接
柏
原
病
院
等

へ
通
院
で
き
な
い
。
市

は
、
日
赤
や
柏
原
病
院

等
の
医
療
確
保
に
年
間

２
億
６
千
万
円
支
払
っ

て
い
る
。
税
負
担
の
公

平
性
か
ら
市
全
域
か
ら

デ
マ
ン
ド
で
通
院
可
能

に
す
る
べ
き
だ
。

旧
町
域
を
超
え
て

の
通
院
は
、バ
ス
、

電
車
、
タ
ク
シ
ー
等
で

お
願
い
し
ま
す
。

市
は
以
前
、
Ｆ
Ｍ

た
ん
ば
８
０
５
の

電
波
が
市
域
の
20
％
で

は
支
援
で
き
な
い
と
し

て
い
た
。
現
在
60
％
カ

バ
ー
さ
れ
、
更
に
山
南

地
域
に
ア
ン
テ
ナ
設
置

の
努
力
を
さ
れ
て
い

る
。
市
全
域
に
行
政
情

報
を
流
す
た
め
、
市
も

協
力
す
べ
き
で
は
。

Ｆ
Ｍ
た
ん
ば
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
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能
に
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マ
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ト

フ
ォ
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コ
ン
等

で
世
界
中
ど
こ
に
い
て

も
聞
け
る
よ
う
に
な
っ

た
。
市
の
魅
力
を
全
世

界
へ
発
信
す
る
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ル

と
し
て
利
用
す
る
こ
と

を
運
営
者
と
協
議
す
べ

き
で
な
い
か
。

市
は
委
託
費
を
払

い
市
の
行
政
情
報

を
流
し
て
も
ら
う
こ
と

で
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

フ
ー
ド
バ
ン
ク
事

業
支
援
等
の
考
え

は
。

非
常
に
意
義
の
あ

る
取
組
み
だ
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
今
後

の
国
・
県
の
動
向
を
見

な
が
ら
研
究
し
ま
す
。

フ
リ
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ス
ク
ー

ル
の
必
要
性
の

認
識
は
。

フ
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ー
ス
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ル
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ど
の
民
間
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体

と
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し
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い
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と

は
大
切
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ま
す
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リ
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ク
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ル
誘
致
の
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え
は
。

利
活
用
に
関
す
る

基
本
方
針
に
従
い

検
討
を
進
め
る
中
、
民

間
活
用
を
検
討
す
る
段

階
で
提
案
が
あ
っ
た
場

合
は
、
検
討
し
ま
す
。
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会
食
等
に
お
け
る
30
・
10
運
動

推
進
の
啓
発
の
例

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

残さず食べよう！
30・10運動

会食、宴会席での
食べ残しを減らす
運動です

乾杯後の 30 分間、お開き前の 10 分
間は自分の席について料理を楽しみ
ましょう

丹
波
市
議
会
で
は

「
丹
波
市
中
小
企
業
・

小
規
模
企
業
振
興

基
本
条
例
」
を

策
定
し
て
い
ま
す

条例制定の背景と必要性

　丹波市内にある事業所の 99％以上

が中小企業及び小規模企業で、これ

らは地域の経済を担う上でとても重

要な役割を果たしています。さらに、

従業員の所得や雇用、消費など、市

民生活全般において、地域経済に大

きな影響を与えていることは言うま

でもありません。

　市議会では、丹波市の発展に今後

も大きく関わっていく中小企業・小

規模企業を中心とした産業振興を図

ることが重要と判断し、刻々と変化

する地域経済に対応し、より一層効

果的な振興策を実施するとともに丹

波市総合計画を実効性のあるものに

するため、中小企業・小規模企業の

位置づけを明確にして市としての方

向性を示す「中小企業・小規模企業

振興基本条例」の制定に向け、現在

作業を進めています。

CONTENTS
条例策定の経緯・全体像� １
条例（案）� ２～３
パブリックコメントの方法� ４

ただ今、パブリックコメ
ントを実施中！詳しくは
裏面をご覧ください

丹
波
市
中
小
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業
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規
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本
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例
の
制
定
に
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災害ＦＭラジオに出演の辻市長
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［綴込み企画］
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丹波市中小企業・小規模企業振興基本条例（案）

　丹波市内に立地する企業の大多数を占める中小企業・
小規模企業は、地域経済を根底から支え、その発展に寄
与するとともに、雇用創出により安定した市民生活を実
現し、まちづくり、災害時の支援等においても地域社会
の担い手として重要な役割を果たしてきた。また、大企
業の企業活動にとっても重要な存在といえる。
　人口の減少、超高齢社会の到来、経済活動のグローバ
ル化の進展等、経済・社会構造が大きく変化している中
で、持続可能なまちづくりを進めていくためには、中小
企業・小規模企業の役割とあり方について、市、議会、
事業者、地域経済団体等及び市民が共通認識を持ち、協
働により中小企業・小規模企業の振興に向けた取組みを
実施していくことが重要である。
　ここに、市は、事業者、地域経済団体等及び市民と連
携を図りつつ、中小企業・小規模企業の振興を市政の重
点課題と位置付け、振興に向けて基本理念を明らかにし、
地域全体で共有しつつ、地域社会の発展と市民生活を豊
かにする施策として総合的に実施するため、この条例を
制定する。
　（目的）
第１条　この条例は、中小企業・小規模企業の振興につい

て、市及び議会の責務、事業者及び地域経済団体等の役
割並びに市民の理解及び協力を明らかにするとともに、
市の中小企業・小規模企業施策の基本となる事項等を定
めることにより、中小企業・小規模企業の振興に関する
施策を総合的に推進し、もって地域産業及び地域経済の
発展を促し、市民生活の向上に寄与することを目的とす
る。

　（定義）
第２条　この条例において、次の各号に掲げる用語の意義

は、それぞれ当該各号に定めるところによる。
（１）事業者　市内で営利を目的とする事業を営む法人

及び個人をいう。
（２）中小企業者　中小企業基本法（昭和 38 年法律第

154 号。以下「法」という。）第２条第１項各号のい
ずれかに該当する事業者で、市内に事務所又は事業
所を有するものをいう。

（３）小規模企業者　法第２条第５項に該当する事業者
で、市内に事務所又は事業所を有するものをいう。

（４）大企業者　中小企業者・小規模企業者以外の事業
者で、市内に事務所又は事業所を有するものをいう。

（５）地域経済団体等　市内に事務所又は事業所を有す
る次に掲げるものをいう。
ア　商工会法（昭和 35 年法律第 89 号）に基づく商

工会
イ　銀行、信用金庫その他金融機関
ウ　農業協同組合法（昭和 22 年法律第 132 号）に

基づく農業協同組合
エ　その他経済活動の発展に寄与する団体及びこれら

に準ずる団体
（６）市民　市内に在住、在勤又は在学する者をいう。

　（基本方針）
第３条　中小企業・小規模企業の振興は、「丹波力を活かし

た創意ある元気なまち」の実現を目標とし、中小企業者・
小規模企業者自らの創意工夫及び自主的な努力を尊重し
つつ、その特性に応じた総合的な施策を市、事業者、地
域経済団体等及び市民の連携と協働の下に一体となって
推進することを基本とする。

２　中小企業・小規模企業の振興は、グローバル化の進展
も視野に入れ、国、県その他公共団体と連携を図りなが
ら推進するものとする。

　（基本的施策）
第４条　市は、第１条の目的を達成するため、前条の基本

方針に基づき、次に掲げる施策を行うものとする。
（１）経営安定の促進及び経営革新並びに事業承継のた

めの施策
（２）創業又は新事業の創出のための施策
（３）各産業の技術向上及び伝統工芸等の技術伝承のも

のづくりのための施策
（４）各産業の交流、連携及び協働による支え合いづく

りのための施策
（５）市内経済の循環を促進するための施策
（６）市内商工業の活性化の推進及び農林業の産業化の

ための施策
（７）観光との連携によるにぎわいづくりのための施策
（８）雇用の促進、人材の確保及び育成並びに職場環境

の改善のための施策
（９）学校教育における勤労観及び職業観の醸成のため

の施策
（10）すべての市民が参加できる産業振興のための施策
（11）前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める

施策
　（市の責務）
第５条　市は、事業者、地域経済団体等及び市民と連携を

図りながら、経済・社会情勢の変化に対応した中小企業・
小規模企業の振興のための適切な施策を推進し、財政上
の措置並びに国、県等との連携及び協力に努めるものと
し、必要に応じて国、県等に対し施策の充実及び改善の
要請を行うものとする。

２　市は、小規模企業の振興に関する施策については、資金、
人材等の確保が特に必要であると思われる小規模企業者
の事情に配慮するものとする。

３　市は、工事の発注、物品及び役務の調達等に当たっては、
予算の適正な執行に留意しつつ、中小企業者・小規模企
業者の受注機会の拡大に努めるものとする。

　（議会の責務）
第６条　議会は、中小企業・小規模企業の振興に関し、市

の事務執行の監視及び評価並びに政策提言に努めなけれ
ばならない。

　（中小企業者・小規模企業者の役割）
第７条　中小企業者・小規模企業者は、経済・社会情勢の

変化に対応して自主的に事業活動の向上及び改善に努め
るものとする。

２　中小企業者・小規模企業者は、事業活動を行うに当たっ
ては、経営基盤の強化、人材の育成及び雇用環境の充実
を図り、従業員が生きがい及び働きがいを得ることがで
きる職場づくりに自主的な努力をするものとする。

３　中小企業者・小規模企業者は、市が実施する中小企業・
小規模企業振興策に協力するよう努めるものとする。

４　中小企業者・小規模企業者は、市内の他の事業者及び
地域経済団体等との連携に努めるとともに、市内で生産、
製造及び加工される製品並びに市内で提供される役務の
利用に努めるものとする。

５　中小企業者・小規模企業者は、地域社会を構成する一
員としての社会的責任を自覚し、暮らしやすい地域社会

の実現に貢献するよう努めるものとする。
　（大企業者の役割）
第８条　大企業者は、中小企業・小規模企業の振興が市の

経済活動の発展に重要な役割を果たすことを理解し、中
小企業者・小規模企業者との連携を図るとともに、市が
実施する中小企業・小規模企業振興策に協力するよう努
めるものとする。

２　大企業者は、市内における中小企業者、小規模企業者
及び地域経済団体等との連携に努めるとともに、市内で
生産、製造及び加工される製品並びに市内で提供される
役務の利用に努めるものとする。

３　大企業者は、地域社会を構成する一員としての社会的
責任を自覚し、暮らしやすい地域社会の実現に貢献する
よう努めるものとする。

　（地域経済団体等の役割）
第９条　地域経済団体等は、中小企業者・小規模企業者の

経営の安定及び向上の支援に積極的に取り組むとともに、
市が実施する中小企業・小規模企業の振興に関する施策
に協力するよう努めるものとする。

　（市民の理解及び協力）
第 10 条　市民は、中小企業・小規模企業の振興が市民生

活の向上において果たす役割の重要性を理解し、中小企
業・小規模企業の健全な発展に協力するよう努めるもの
とする。

２　市民は、消費者として市内で生産、製造及び加工され
る製品の購買又は消費並びに市内で提供される役務の利
用に努めるものとする。

　（協議の場の設置）
第 11 条　この条例の目的の達成及び第４条に規定する基

本的施策の実施等について協議するため、中小企業・小
規模企業の振興のための協議の場（以下「協議の場」と
いう。）を設置する。

２　協議の場の組織及び運営に関し必要な事項は、市長が
別に定める。

　（その他）
第 12 条　この条例の施行に関し必要な事項は、市長が別

に定める。
　　　附　則
　この条例は、平成 29 年４月１日から施行する。

丹
波
市
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
基
本
条
例
の
制
定
に
向
け
て

［市内規模別事業所数］

市内事業所の 99％以上を中小企
業者が占め、地域経済を担う上
で大きな役割を担っています。

大企業者数 19　
（１％未満）

（内）小規模
企業者数 2,623
　　（78％）　

平成 26 年経済センサス－基礎調査より
※中小企業基本法第２条第１項及び第 5 項に規定するもの。

丹波市中小企業・小規模
企業振興基本条例（案）
はこちらをご覧ください。
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■一般質問

水
分
れ
は
、
本
州

一
低
い
谷
中
分
水

界
と
し
て
学
術
的
に
も

非
常
に
価
値
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高
く
、

自
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で
き
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の
で
あ
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。
資
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貴
重
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お
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、
ま
た
、
周
辺
に

は
観
光
ス
ポ
ッ
ト
も
多

く
あ
る
。
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こ
で
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だ
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光
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光
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、
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光
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視
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れ
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用
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は
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え
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す
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涯
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習
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の
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み
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は
。
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た
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す
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の
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守
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す
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果
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の
か
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結
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た
基
準
や
事
務

手
続
き
の
整
備
を
行
う

な
ど
事
務
の
あ
り
方
を

検
討
し
ま
す
。

に
あ
た
っ
て
は
議
会
を

は
じ
め
関
係
団
体
の
ご

意
見
を
伺
い
、
応
援
す

る
仕
組
み
を
は
じ
め
と

す
る
効
果
的
な
事
業
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

28
年
度
か
ら
は
じ

ま
る
地
域
づ
く
り

へ
の
支
援
は
ど
う
か
。

地
域
課
題
解
決
へ

の
特
化
と
、
課
題

解
決
期
間
の
柔
軟
性
の

あ
る
交
付
金
制
度
を
創

設
し
、
課
題
解
決
や
持

続
的
・
安
定
的
な
地
域

づ
く
り
が
で
き
る
よ
う

自
治
協
議
会
を
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ

ー
の
進
捗
は
。

Ｉ
Ｃ
の
追
加
設
置

に
よ
る
増
収
等
の

見
込
み
が
必
要
な
た
め
、

引
き
続
き
社
会
情
勢
や

沿
線
の
開
発
状
況
を
注

視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

水
分
れ
資
料
館
の
観
光
と
し
て
の

運
営
と
利
用
を

�

臼
井
八
洲
郎�

議
員

長
寿
祝
い
金
条
例
の
公
平
性
は

議
会
の
監
査
請
求
結
果
へ
の
対
応
は

�

土
田
信
憲�

議
員

シ
ニ
ア
活
躍
の
応
援
補
助
金
は

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
の
進
捗
は

�

坂
谷
高
義�

議
員

答

答

答答

答

答

答答

されれば、平成 29 年４月１日
から施行され、この条例に基づ
き、中小企業・小規模企業振興
策の拡充が行われます。

条例が制定されたら
どう変わる？
　条例の制定により、次のよう
な効果が期待できます。
○中小企業・小規模企業の振興
や支援に関する基本方針、基本
的施策、市の役割などを明確に
したうえで、各種計画や各年度
のさまざまな事業に反映し、今
まで以上に効果的な支援が行わ
れるようになります。
○丹波市、丹波市議会、中小企
業者・小規模企業者、大企業者、
地域経済団体等、市民、それぞ
れの責務や役割が明確になり、
各事業者及び市民が共通認識を
持って、協働で中小企業・小規
模企業の振興を推進します。

理念・政策条例の制定に向けて
特別委員会で条例を策定中
　この条例の策定は、元々条例
制定の必要性を感じていた議員
有志の勉強会に端を発します。
その後、全会派の賛同を得て、
議員提案の理念・政策条例とし
て制定することを目指し、同条
例の調査特別委員会を設置して
条例案の作成を行ってきまし
た。
　今年３月に調査特別委員会を
設置して以降、これまで 11 回、
約３ヵ月にわたり協議を重ねて
条例案ができあがり、パブリッ

ク コ メ ン ト な
ど を 経 て、 平
成 28 年９月定
例会での上程・
可 決 を 目 指 し
ます。
　 議 会 で 可 決

■対　象
　丹波市在住・在勤・在学の方または
市内に住所を有する法人及びその他団
体。
■閲覧方法
　条例案（全文）及び条例制定の背景
や必要性など（綴込みＰ２～４参照）
をご覧ください。なお、逐条解説など
詳しい資料については、市ホームペー
ジをご確認ください。
■提出方法
　「丹波市中小企業・小規模企業振興基
本条例（案）の意見」と明記の上、市役所・
各支所窓口に設置の「意見回収箱」へ
投函いただくか、郵送または FAX・電
子メールで議会事務局（右記）まで送
付してください（様式自由）。
※個人の場合は住所・氏名・年齢・性
別を、法人の場合は法人名・所在地を
必ず明記してください。

■その他
（１）お寄せいただいたご意見は、住所・

氏名（法人名）などの個人情報を除
き公表させていただく場合がありま
すのでご了承ください。

（２）「第○条について」など、なるべ
く条文ごとに整理して記載してくだ
さい。

（３）ご意見に対する個別の回答は行い
ませんのでご了承ください。

（４）同条例（案）に対するご意見に当
てはまらない場合は受領しかねます
のでご了承ください。

■お問合せ・提出先
〒 669-3692
丹波市氷上町成松字甲賀１番地
丹波市議会事務局
TEL:0795-82-1472（直通）
FAX:0795-82-1523
E-mail:gikai@city.tamba.hyogo.jp

みなさんのご意見をお寄せください［締切］8月 15 日（月）必着

み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
中

○市内の中小企業・小規模企業
に最も身近な行政が、市の実情
に適した中小企業・小規模企業
施策を実施する根拠となります。
○中小企業・小規模企業振興に
対する市の主体的な姿勢や責任
が明確になります。
○継続的・系統的に成果を上げ
る施策の実施や、そのために必
要な予算の確保の担保となりま
す。
○市民の理解と協力を得て、地
域ぐるみで支援する「公の宣言」
として、地域の中小企業・小規
模企業への励みとなります。
○協議の場の設置など市民参加
型の推進体制を築くことにより、
現場のニーズにそった施策が可
能になると共に、若手産業人の
育成など次代を担う人材の育成
の場になります。
○行政職員の意識改革が期待で
きます。

Pu
bl

ic
 C

om
m

en
t　

ノルディックウォーキングを楽しむ元気
なシニアのみなさん

丹
波
市
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
基
本
条
例
の
制
定
に
向
け
て

問

問問

問問

問

問問

監査報告書

水分れ公園
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■一般質問 / 委員会行政視察報告

兵
庫
県
の
犬
・
猫

の
殺
処
分
は
全
国

１
位
で
、
丹
波
市
は
阪

神
・
丹
有
管
轄
の
尼
崎

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
に

持
ち
込
む
。
県
の
施
策

に
協
力
す
る
の
は
も
ち

ろ
ん
だ
が
、
重
要
な
の

は
丹
波
市
独
自
の
責
任

で
行
動
を
起
こ
す
べ
き

だ
と
考
え
る
。
市
と
獣

医
師
会
・
保
護
猫
活
動

団
体
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
市
民
の
協
議
会
設
置

は
で
き
な
い
か
。

犬
・
猫
に
関
す
る

市
へ
の
相
談
内
容

や
引
取
状
況
を
踏
ま
え
、

実
態
調
査
や
課
題
を
整

理
し
て
検
討
し
ま
す
。

広
報
・
広
聴
は
車

の
両
輪
に
た
と
え

ら
れ
る
。
様
々
な
広
報

は
評
価
す
る
が
、
広
聴

は
多
様
化
・
複
雑
化
す

る
市
民
ニ
ー
ズ
を
把
握

保
育
士
等
の
現
状

は
、
低
賃
金
と
長

時
間
労
働
等
厳
し
い
労

働
環
境
に
あ
る
。
実
態

調
査
を
行
い
、
処
遇
改

善
の
支
援
が
必
要
で
は
。

処
遇
改
善
、
人
材

確
保
な
ど
支
援
策

を
検
討
す
る
た
め
、
ま

た
賃
金
水
準
の
均
衡
化

等
の
趣
旨
か
ら
、
実
態

調
査
に
取
り
組
み
ま
す
。

篠
山
市
で
公
契
約

条
例
が
議
会
に
提

案
さ
れ
る
が
そ
の
影
響

は
。
ま
た
、
同
条
例
の

検
討
は
、
審
議
会
を
設

置
し
て
行
う
べ
き
で
は
。

影
響
は
当
然
出
て

く
る
と
思
い
ま
す
。

設
置
に
つ
い
て
庁
内
組
織

で
検
討
を
進
め
ま
す
。

水
道
統
合
整
備
事

業
の
運
用
案
、
確

認
書
案
の
状
況
、ま
た
、

何
を
も
っ
て
了
解
を
得

で
き
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
。
サ
イ
レ
ン
ト

マ
ジ
ョ
リ
テ
イ
や
若
者

を
対
象
に
フ
ェ
ー
ス

ブ
ッ
ク
や
ラ
イ
ン
で
、

双
方
向
で
の
意
見
収
集

は
で
き
な
い
か
。ま
た
、

Ｆ
Ｍ
た
ん
ば
８
０
５
を

利
用
し
て
、
市
長
対
話

番
組
の
考
え
は
な
い

か
。

若
者
や
、
市
政
に

関
心
の
低
い
市
民

に
も
効
果
的
な
広
聴
を

検
討
し
ま
す
。

た
と
す
る
の
か
。
関
係

自
治
会
か
ら
の
説
明
要

求
を
拒
否
し
て
い
る
の

か
。
あ
く
ま
で
も
関
係

者
の
合
意
と
納
得
を
。

幸
世
地
区
自
治
振

興
会
で
自
治
会
の

と
り
ま
と
め
が
行
わ
れ

て
お
り
、
青
垣
地
域
自

治
振
興
連
合
会
と
共
に

確
認
書
の
署
名
で
了
承

を
得
た
と
考
え
て
い
ま

す
。
自
治
振
興
会
で
説

明
し
て
お
り
、
拒
否
し

て
い
ま
せ
ん
。

犬
・
猫
殺
処
分
ゼ
ロ
へ
の
取
組
み
を

効
果
的
な
広
聴
活
動
を

�

平
井
孝
彦�

議
員

こ
ど
も
園
保
育
士
等
の
処
遇
改
善
を

新
水
源
問
題
の
解
決
は
住
民
合
意
で

�

西
本
嘉
宏�

議
員

問

答

答

答

答

答

明
石
市
で
開
催
さ

れ
た
「
あ
か
し
市

女
性
応
援
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
の
よ
う
に
、
女
性

の
活
躍
に
向
け
丹
波
市

で
も
開
催
し
て
は
。

明
石
市
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
よ
う
に
、

多
様
な
職
種
や
立
場
の

女
性
が
一
堂
に
会
し
て

意
見
交
換
を
行
な
い
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く

る
機
会
を
設
け
る
こ
と

を
検
討
し
ま
す
。

多
胎
妊
婦
へ
の
検

診
助
成
費
拡
充
は
。

年
間
４
９
０
件
の

妊
娠
届
の
う
ち
、

多
詒
妊
婦
は
７
～
８
件

で
す
。
受
診
状
況
や
切

迫
早
産
、
妊
娠
後
期
の

合
併
症
な
ど
を
勘
案

し
、
拡
充
が
必
要
か
研

究
し
ま
す
。

改
正
公
選
法
成
立

を
受
け
、
共
通
投

新
病
院
建
設
に
伴

う
周
辺
道
路
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
県
も

応
分
の
負
担
を
担
う
よ

う
交
渉
し
て
は
如
何
か
。

市
道
で
あ
る
こ
と

や
、
新
病
院
の
利

用
者
以
外
の
利
用
が
多

い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
協
議
を
積
み
重

ね
た
結
果
、
最
終
的
に

市
が
整
備
す
る
こ
と
で

合
意
に
至
り
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
丹
波
市

定
住
促
進
会
議
に

係
る
監
査
報
告
に
つ
い

て
、
今
後
ど
の
よ
う
に

改
善
し
対
応
す
る
の
か
。

業
務
内
容
を
よ
く

審
査
し
、
妥
当
性

や
効
率
性
、
効
果
等
を

十
分
検
証
し
た
上
で
関

係
法
令
等
を
遵
守
し
、

適
切
な
発
注
・
契
約
手

続
き
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
職
員
の
事
務
従
事

票
所
の
設
置
と
期
日
前

投
票
の
開
設
時
間
の
前

後
２
時
間
延
長
、
子
ど

も
と
一
緒
に
投
票
へ
行

く
こ
と
に
つ
い
て
は
。

費
用
対
効
果
か
ら
、

現
状
で
は
共
通
投

票
所
は
困
難
と
考
え
て

い
ま
す
。時
間
延
長
は
、

投
票
率
向
上
に
向
け
て

参
院
選
の
動
向
を
見
て

検
討
し
ま
す
。
子
ど
も

と
の
投
票
は
、
広
報
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

周
知
し
ま
す
。

に
つ
い
て
は
、
事
務
の

あ
り
方
等
を
検
討
し
て

対
応
し
ま
す
。

新
・
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
普
及
事
業
の
委

託
も
定
住
促
進
事
業
と

似
通
っ
た
取
組
み
で
あ

り
、
こ
の
度
の
監
査
報

告
を
踏
ま
え
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
か
。

森
林
資
源
の
活
用
、

里
山
の
環
境
保
全

事
業
に
つ
い
て
も
透
明

性
を
重
視
し
、
市
民
に

ご
理
解
い
た
だ
く
こ
と

を
念
頭
に
進
め
ま
す
。

女
性
応
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
を

多
胎
妊
婦
に
検
診
助
成
費
拡
充
を

�

田
坂
幸
恵�

議
員

県
は
病
院
の
ア
ク
セ
ス
道
路
に

応
分
の
負
担
を

�

岸
田
　
昇�

議
員

答

答

答

答

答答

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
保

護
猫
の
譲
渡
会
の
様
子

保
育
士
と
子
ど
も
た
ち

市
民
活
動
支
援
事
業
（
湯
沢
市
）

　
丹
波
市
で
も
、
今
年
度
か
ら
活
躍
市

民
を
支
援
す
る
提
案
型
補
助
金
制
度
が

導
入
さ
れ
ま
し
た
が
、湯
沢
市
で
は「
評

価
市
民
会
議
」
に
お
い
て
審
査
・
採
択

が
行
わ
れ
て
お
り
、
公
益
性
の
高
い
事

業
に
優
先
的
に
助
成
で
き
る
工
夫
が
な

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

学
校
統
合
に
伴
う
廃
校
活
用

（
湯
沢
市
・
五
城
目
町
）

　
湯
沢
市
で
は
、
優
遇
措
置
を
設
け
て

企
業
に
賃
貸
す
る
こ
と
で
家
賃
収
入
を

得
て
お
り
、
五
城
目
町
で
は
地
域
活
性

化
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
教
室
単
位
で

起
業
家
な
ど
を
誘
致
し
、
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
げ
て
い
ま
し
た
。

も
や
い
ネ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
（
周
南
市
）

　

福
祉
相
談
の
窓
口
を
一
本
化
し
、

気
軽
に
相
談
で
き
る
よ
う
総
合
窓
口

が
設
置
さ
れ
、
各
小
学
校
区
単
位
で

の
拠
点
づ
く
り
や
24
時
間
体
制
で
の

相
談
対
応
な
ど
、
市
民
が
迷
う
こ
と

な
く
相
談
で
き
る
体
制
が
整
備
さ
れ

て
お
り
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

自
殺
対
策
（
久
留
米
市
）

　
久
留
米
市
で
は
、
か
か
り
つ
け
医

と
大
学
病
院
の
専
門
的
な
指
導
者
で

あ
る
精
神
科
医
と
の
連
携
が
整
い
、

さ
ら
に
普
段
か
ら
市
民
全
員
が
ゲ
ー

ト
キ
ー
パ
ー
と
し
て
意
識
づ
け
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
今
後
、
丹
波
市
で
も

部
課
を
超
え
た
全
庁
体
制
の
確
立
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

丹波市が抱える様々な課題を調
査・研究するため、先進地を訪
問し、視察研修を行いました。

総務常任
委員会

秋田県湯沢市
五城目町

４月 19 日～ 20 日

民生常任
委員会

山口県周南市
福岡県久留米市

５月 11 日～ 12 日

福岡県久留米市・秋田県五城目町などで＊委員会行政視察報告

「あかし市女性応援フォーラム」の案内チラシ

教室が町工場に変化した湯沢市の事
例。人口減少に伴う閉校という事態
に危機感を持ちつつも、「必ず活路が
開ける」と関係者が本気になって行
動することが重要だと感じました。

理
容
室
も
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
し
て
相
談
窓
口
に

■一般質問 / 委員会行政視察報告

問問

問問問 問

問問

問

問

新病院東側出入口への進入道路予定地
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２．使い道は？

右の表にあるように、先進地視察や研
修会などへの参加費や交通費、宿泊費、
資料代、調査研究のための資料（書籍）
の購入費、広報紙などの印刷費や新聞
折込料、送料、その他事務用消耗品、
郵券料などに使われています（宿泊費
は素泊り分のみ / 上限あり）。各会派
や議員の責任において、適正な執行に
努めています。

５月 18 ～ 19 日開催の市町村議会議
員研修会 in 福岡「鍛えよう！議会人
の『政策力』」に参加した場合、参加費
29,000 円、宿泊費（素泊り分のみ /
上限あり）10,900 円、交通費 32,225
円、 手 数 料 450 円 で、 一 人 あ た り
72,575 円が対象となります。

研修会への
参加や視察など

に使います

平
成
27
年
度
の
政
務
活
動
費
の
収
支
を
報
告
し
ま
す

政
務
活
動
費

交付額は
一人年間
12 万円

平成27年度の
政務活動費

＊政務活動費、
　丹波市議会では？

１．議員一人あたり月額１万円

丹波市議会では、議員の調査研究に資
するために必要な経費の一部として、

「会派」もしくは「会派に属さない議員」
に対し、議員一人あたり月額 1 万円
が交付されます。年度末で残額があっ
た場合は返還し、支出額が交付額を超
える場合は各自負担しています。
※交付対象や交付額、交付方法及び使
途基準などについては、地方自治法の
規定に基づき各自治体の条例で定めら
れています。

会派名・所属議員 人数 交付額 支出合計 返還額

日本共産党議員団 2 240,000 302,894 0

西本　嘉宏
西脇　秀隆

＊ 7 月 25 日～ 26 日　第 57 回自治体学校 in 金沢
「戦後 70 年、憲法が輝くホンモノの地方自治を学ぶ」
＊８月７日　地方議会議員セミナー

「議会を活性化するポイントについて」
＊８月 20 日　地方議員セミナー

「子ども・子育て支援新制度　導入後の状況と行政の課題」
＊８月 27 日　視察
滋賀県日野町　人口減少・集落対策、子育て支援
＊２月 18 日　視察
岡山県奈義町　定住促進・子育て支援・人口減少抑制施策
■会報発行費 174,130 円

新　生　会 2 240,000 125,385 114,615

荻野　拓司
横田　　親

＊５月 18 日～ 19 日　市町村議会 議員研修会 in 福岡
「鍛えよう！議会人の『政策力』」
＊２月４日～５日　視察
静岡県浜松市　30 人学級編成の取組み
静岡県掛川市　地域健康医療支援センター「ふくしあ」の取組み
＊２月 17 日　地方議員研究会

「よりよい一般質問のために（応用編）」

新　風　会 3 360,000 445,483 0

太田喜一郎
足立　克己
太田　一誠

＊５月 18 日～ 19 日　市町村議会 議員研修会 in 福岡
「鍛えよう！議会人の『政策力』」
＊７月１日～３日　視察
㈱オガール紫波　オガールプロジェクト
岩手県花巻市　起業・創業支援による地域活性化
＊８月 12 日　視察
兵庫パルプ工業㈱　バイオマス発電の取組み
＊ 8 月 20 日　　地方議員セミナー

「子ども・子育て支援新制度　導入後の状況と行政の課題」
＊ 10 月 20 日～ 21 日　視察
岡山県高梁市　定住施策
岡山県真庭市　里山資本主義事業現地調査
＊２月 17 日　地方議員研究会

「よりよい一般質問のために（応用編）」

公　明　党 2 240,000 193,701 46,299

藤原　　悟
田坂　幸恵

＊５月 12 日～ 13 日　視察
愛知県名古屋市　悪質電話被害防止事業
内閣府　地方創生の取組み
移住・交流情報ガーデン　地方への移住支援
＊６月 29 日～ 30 日　視察
岐阜県恵那市　恵那ことぶき結婚相談所
愛知県新城市　しんしろ助産所の運営
＊８月 12 日　視察
兵庫パルプ工業㈱　バイオマス発電の取組み
＊ 11 月４日～５日　視察
大阪府堺市　妊娠・出産包括支援モデル事業
三重県志摩市　認知症高齢者対策における認知症サポー
ター、キッズサポーター養成
＊２月 17 日　地方議員研究会

「よりよい一般質問のために（応用編）」

会派名・所属議員 人数 交付額 支出合計 返還額

市民クラブ 2 240,000 237,942 2,058

山本　忠利
土田　信憲

＊５月 18 日～ 19 日　市町村議会 議員研修会 in 福岡
「鍛えよう！議会人の『政策力』」
＊７月１日～３日　視察
㈱オガール紫波　オガールプロジェクト
岩手県花巻市　起業・創業支援による地域活性化
＊ 10 月 20 日～ 21 日　視察
岡山県高梁市　定住施策
岡山県真庭市　里山資本主義事業現地調査
＊ 11 月 11 日～ 12 日　視察
兵庫県洲本市　雇用促進事業
兵庫県佐用町・相生市　定住促進住宅
＊２月 17 日　地方議員研究会

「よりよい一般質問のために（応用編）」

丹政クラブ 2 240,000 232,201 7,799

岸田　　昇
木戸せつみ

＊４月 28 日　視察
京都府京丹後市　まち・ひと・しごと創生総合戦略
＊６月 16 日　視察
兵庫県篠山市　指定介護予防支援事業者の取組み
＊７月１日～２日　視察
山梨県甲府市　やまなし農業ルネサンス総合支援事業
静岡県藤沢市　健康スポット 20 選　健康マイレージ事業
＊ 11 月 11 日～ 12 日　視察
兵庫県洲本市　定住促進事業
兵庫県佐用町・相生市　雇用促進住宅
＊ 11 月 20 日　視察
兵庫県豊岡市　小規模校（中学校）における取組み
＊２月 17 日～ 18 日　視察
総務省　地域経済循環交付金、地域おこし協力隊
内閣府　地方創生推進交付金、地方創生人材支援制度、地域
経済分析システム活用事例
経済産業省　企業誘致の補助制度及び地方の先進的取組事例

丹民クラブ 2 240,000 127,947 112,053

前川　豊市
平井　孝彦

＊７月 29 日　視察
兵庫県尼崎市　動物愛護管理
＊２月４日～５日　視察
静岡県浜松市　30 人学級編成の取組み
静岡県掛川市　地域健康医療支援センター「ふくしあ」の取組み
＊２月 17 日　地方議員研究会

「よりよい一般質問のために（応用編）」
■会報発行費 65,237 円

みどり・自由クラブ 2 240,000 157,571 82,429

林　　時彦
臼井八洲郎

＊７月 30 日～ 31 日　地方議会研究フォーラム in 尾道
「地方議員のための『議会改革』８つの提言」
＊２月４日～５日　視察
静岡県浜松市　30 人学級編成の取組み
静岡県掛川市　地域健康医療支援センター「ふくしあ」の取組み
＊２月 17 日　地方議員研究会

「よりよい一般質問のために（応用編）」

丹の会 2 240,000 142,531 97,469

坂谷　高義
垣内　廣明

＊７月１日～２日　視察
山梨県甲府市　やまなし農業ルネサンス総合支援事業
静岡県藤沢市　健康スポット 20 選　健康マイレージ事業
＊２月 17 日～ 18 日　視察
総務省　地域経済循環交付金、地域おこし協力隊
内閣府　地方創生推進交付金、地方創生人材支援制度、地域
経済分析システム活用事例
経済産業省　企業誘致の補助制度及び地方の先進的取組事例

無所属（議長） 1 120,000 50,361 69,639

奥村　正行 ＊７月 30 日～ 31 日　地方議会研究フォーラム in 尾道
「地方議員のための『議会改革』８つの提言」

※全国市議会議長会調査結果（平成 26 年 12 月 31 日現在）

対象：丹波市と同
じ人口 5 ～ 10 万
人の市（267 団体）

■政務活動費の交付額

１～２万
114 市

（42.7%）

３万以上
37 市（13.9%）

交付なし 23 市
（8.6%）

1 万円未満
15 市

（5.6%）

（単位：円）

（単位：円）

例

２～ 3 万
　78 市
　（29.2％）
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■９月定例会の日程
日 曜日 内　　容 開会時間
1 木 本会議（議案提案） 9：30
5 月 本会議（一般質問） 9：00
6 火 本会議（一般質問） 9：00
7 水 本会議（一般質問） 9：00
9 金 本会議（議案質疑） 9：30
13 火 常任委員会 9：30
14 水 常任委員会 9：30
15 木 常任委員会 9：30
16 金 補正予算特別委員会 9：30
20 火 決算特別委員会 9：30
21 水 決算特別委員会 9：30
26 月 決算特別委員会 9：30
27 火 決算特別委員会 9：30
29 木 本会議（議案の採決） 9：30

＊上記の日程は変更になる場合もありますので、
最新の情報はホームページでご確認ください。

このまちの「あした」がみえてくる。

議会傍聴に
お越しください

市議会の定例会や委員会
では、市民のみなさんのこ
れからの生活に直接関わ
る大切な議案などについ
て議員が質疑を行い、慎
重に審議しています。傍
聴をご希望の方は、市役
所３階議会事務局までお
越しください。

受付で傍聴者
受付簿に住所と氏
名をご記入の上、
会議資料を受け
取ってお入り
ください。

■定例会の日程 / 市議会からのお知らせ

病院
統合

　

丹
波
市
地
域
医
療
総
合

支
援
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

等
調
査
特
別
委
員
会
を
13

回
開
催
し
、
調
査
結
果
に

つ
い
て
決
議
し
、
市
へ
決

議
書
を
提
出
し
ま
し
た（
以

下
要
旨
）。

■
駐
車
場
は
無
料
と
し
、

患
者
・
家
族
等
を
優
先
さ

せ
、
職
員
駐
車
場
は
近
隣

敷
地
に
設
置
さ
れ
た
い
。

■
高
谷
川
へ
の
急
激
な
増

水
を
緩
和
す
る
た
め
、
駐

車
場
等
の
地
下
に
雨
水
貯

留
施
設
を
設
置
さ
れ
た
い
。

■
駐
車
場
を
利
用
し
て
遊
水

地
を
設
け
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
が
、
降
雨
時
に
利
用

が
困
難
と
な
ら
な
い
よ
う

検
討
さ
れ
た
い
。

■
用
地
取
得
の
単
価
や
駐

車
場
整
備
費
用
の
県
と
の

負
担
割
合
を
明
確
に
し
、

議
会
に
報
告
さ
れ
た
い
。

■
土
木
工
事
、
施
設
建
設

工
事
は
、
地
元
業
者
が
参

加
で
き
る
よ
う
分
割
発
注

等
を
さ
れ
た
い
。

■
休
日
応
急
診
療
、
平
日

夜
間
応
急
診
療
は
、
現
状

の
診
療
体
制
を
維
持
さ
れ

た
い
。

■
施
設
内
に
障
が
い
者
の

自
立
を
目
的
と
し
た
喫
茶

店
等
就
労
ス
ペ
ー
ス
の
設

置
を
検
討
さ
れ
た
い
。

■
同
セ
ン
タ
ー
に
係
る
指

定
管
理
の
業
務
内
容
や
管

理
委
託
料
を
明
確
に
さ
れ

た
い
。

■
道
路
整
備
に
つ
い
て
は

県
立
新
病
院
等
へ
の
ア
ク

セ
ス
道
路
整
備
に
あ
た

る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
地
方
財
政
法
等
に
該

当
す
る
道
路
整
備
事
業
と

し
て
県
と
の
交
渉
を
進
め

ら
れ
た
い
。

■
特
26
号
線
北
口
へ
の
信
号

機
設
置
な
ど
、
同
線
の
渋
滞

緩
和
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

■
南
多
田
21
号
線
の
柏
原
川
周

辺
の
道
路
改
良
を
さ
れ
た
い
。

■
特
９
号
線
か
ら
新
病
院
ま

で
は
、
進
入
路
と
し
て
県
で
整

備
す
る
よ
う
交
渉
さ
れ
た
い
。

■
新
病
院
直
行
の
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
の
運
行
方
法
や
バ

ス
路
線
等
の
見
直
し
に
つ
い

て
、関
係
者
と
協
議
さ
れ
た
い
。

■
看
護
専
門
学
校
は
県
立
病

院
と
連
携
し
、
卒
業
後
も
丹

波
市
に
定
着
し
て
も
ら
え
る

よ
う
取
り
組
ま
れ
た
い
。

■
看
護
専
門
学
校
学
生
寮
は

ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
形

式
で
、
管
理
運
営
は
民
間
に

委
託
さ
れ
、
入
居
費
を
安
く

抑
え
る
よ
う
検
討
さ
れ
た
い
。

■
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
「
日

赤
・
県
立
柏
原
病
院
跡
地
検

討
委
員
会
（
仮
称
）」
を
設
置

し
、
早
期
に
方
針
の
と
り
ま

と
め
を
行
い
、
県
等
に
要
望

活
動
を
展
開
さ
れ
た
い
。

新病院建設に関す
る議会の動きをお
知らせします。

■議会をもっと身近に！

会議録が検索できる

過去の会議録を見ること
ができます。丹波市議会
のホームページから、会
議録検索システムに入る
ことができます。

ネット中継でわかる

本会議及び委員会の様子
をライブ配信（本会議は
録画配信も）しています。
パソコンやスマートフォ
ン、タブレットでご覧に
なれます。

議会に参加できる

議会に対して要望や陳
情・請願などを提出する
ことができます。議会で
可決されれば、国などに
対し議長名で意見書を提
出することもできます。

本会議や委員会
の開催日、ネット中
継、過去の会議録な
ど、ホームページで

Check しよう！

丹波市議会 検索

■病院統合

■
全
国
市
議
会
議
長
会

議
員
表
彰

　

５
月
31
日
、
東
京
都
に
お
い

て
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総

会
が
開
催
さ
れ
、
長
き
に
わ
た

り
活
躍
さ
れ
て
い
る
議
員
に
表

彰
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

［
受
賞
議
員
］

　
20
年
表
彰　
　
西
本　
嘉
宏

　
15
年
表
彰　
　
岸
田　
　
昇

　
　
　
　
　
　
　
前
川　
豊
市

　
　
　
　
　
　
　
山
本　
忠
利

　
　
　
　
　
　
　
木
戸
せ
つ
み

新病院にかかる基本
設計概要イメージパース

市議会ってなに？
- 3 -

本会議と委員会って
どこがちがうの？

１．本会議
定例会：３、６、９、12 月の年４回開催
臨時会：必要に応じて開催
※本会議での採決結果が、市及び議会の意思によ
る決定事項として効力を持ちます。
２．委員会（丹波市の場合）
常任委員会：①総務常任委員会
　　　　　　②民生常任委員会
　　　　　　③産業建設常任委員会
特別委員会：①予算特別委員会
　　　　　　②決算特別委員会
　　　　　　③上記のほか特に重要な案件の場合
議会運営委員会：会派代表者による会議
※その他、協議または調整を行うための場として、議員総会、
常任委員協議会、会派代表者会議、議会報編集委員会など
が行われます。

　　　主な議案などは、本会議での質疑の
　　　後、所管の委員会に委ねられ（付託
され）、詳しく審査されます。その内容をふ
まえて、本会議で採決（決定）をします。

Ｑ

A

11 月 20 日
は、 丹 波 市 長・
市議会議員選挙
が行われます。
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